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GN(ro,rl)=/.J D(S,exp(封 〝A(8,2, (1,
しかし､高分子の配位に領域Dに広がった空間的制限がある場合､境界条件Gn(r',r〝)≡0a･tr'orr〝
∈Dを課さなければならないことを 1965年にE.DiMa,rziolが指摘している.この境界条件を満足する
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図3 球状界面に吸普した1本の共由合体 (^ ･B)のB部分の鎖の淵灰分祁
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